




























































































































































































るが、伊勢参宮の途中そこを訪れ、 「月の夜の何を阿古木に啼く千鳥」と詠んだ。大変有名な句であるが、この句は野ざらし紀行にも、笈 小文にも収録されていない。松尾芭蕉の他の句集にも収録されていない。塚が築かれている阿漕塚公園には、松尾芭蕉のこの句の句碑が建立されてる。文化十三年（１８１６）建立と、句碑の背面に記さている。 平治伝説は謡曲阿漕 して戯曲化されているので、芭蕉は早くからこ 伝説を知っており、伊賀上野から伊勢神宮参詣の途次、この塚 立ち寄って句を詠んだものであろう。　
松尾芭蕉の神仏への参詣の念は強く、鹿島紀行の如く参
詣だけを目的とした旅行もあれば、名古屋・熱田・鳴海に滞留中は必ず熱田 に参詣し、笠寺 天林山笠覆寺、名古屋円頓寺、 新道の法蔵寺、 大曽根成就院 （現妙見山了義院）等、数多くの神社・寺院に参詣している。松尾芭蕉の奥の細道旅行目的は、 能因法師や西行法師等の歌枕探訪、 東北 ・北陸各地で俳事を重ねる事にあったが 曽良隨行日記の記録によれば、奥の細道旅行中芭蕉は、五十三箇所の神社・寺院に参詣している。これら五十三箇所の神社・寺院参詣は、勿論宿泊を目的として立ち寄り、参詣 所も数箇所












































































































































































然背後正宮石段下で御詠歌を唱える声が て、吃驚仰天し思わず振り返ってみると、十数人の老婦人が全員揃いの黒い紋付き羽織を来て、手に数珠を鳴らして合唱し いた。御詠歌は仏教信者が仏の徳を称えて合唱するものであると心得て たから、最も神々しい場所で る内宮正宮直 でその響きを聞こうとは、夢にも思っていなかったから、腰を抜かさんばかりに驚いた事は言うま もない。しかし今考えてみると、その老婦人の一団は、両部神道関係の信者の団体であって、天照大御神を大日如来として らえ、御詠歌を合唱していたのかもしれない。　
伊勢神宮は江戸時代には既に唯一神道に属していたか
























蕉が、何故に六回以上 伊勢参詣を行っ であろうか。勿論それは伊勢神宮に対する松尾芭蕉 信仰心の厚さによるものであろうが、伊勢神 参詣 最大 原因は、西行法師との関係にあったのではなかろうか　









































































































































































































































度にわたる西行法師の奥州旅行の行程と全く一致している。奥の細道の旅行目的は、陸奥 歌枕を尋ねる事にあったが、同時にそれは西行法師の足跡を辿る事であった。西行法師の奥州旅行行程は、まず白河の関に立ち寄り、武隈の松・衣川・平泉中尊寺へと旅 進めて ったのであるが、芭蕉もその行程を進めて、日本海に沿って北陸道を歩み、美濃国大垣に辿り着いた である。　
西行法師は能因法師を慕い、 白河の関にまず立ち寄って、















































いると思われるが、この間 芭蕉の詠句は、奥 細道 は全く収録されていない。この事につ て『おく ほそ道を歩く・大垣』 （角川書店） は、この区間 芭蕉 詠句が
一句もない事を、 「芭蕉にとって千年以上前の壬申の乱はあまりに遠く、百年も経たない関ヶ原の合戦は、あまりにも生々し過ぎて、句作にならなかった」と記しているが、貞享元年の野ざらし紀行の旅行では、 常磐御塚で、 「義朝の心に似たり秋の風」と吟じ、不破の関では「秋風や藪も畠も不破の関」と吟じている。敦賀・大垣間は、 西行法師の歌も、 能因法師の歌 全く詠まれていない。従って奥の細道旅行に関する芭蕉の関心 敦賀種の浜までで、奥の細道旅行の行程の始まりと結びは 白河の関に始まって敦賀種の浜で結ばれると べきではなかろうか。　
松尾芭蕉の奥の細道旅行における敦賀宿泊の目的は、勿
論種の浜の西行法師歌枕を訪ねる事にあったが 芭蕉には更にもう一つの宿泊 目的があった。それは気比の松原から、八月十五夜 月を鑑賞する事 あった。　
敦賀の気比の 原は、駿河国三保の松原・筑前国虹の松


































松尾芭蕉の幻住庵滞留は、前述の如く膳所の門人菅沼曲翠が芭蕉の健康を気遣って、芭蕉の四国行脚の思いをとどまらせた事による。 の屋根の雨漏りを防ぎ、垣根の綻びを繕って、芭蕉を幻住庵に留めさせた事が、幻住庵記初稿本に記されている。曽良が奥 細道旅行中、 外浜への旅行を思いとどまらせ、曲翠が芭蕉の四国への旅行を思いとどま は、共に芭蕉によ て幻住庵記に記されているが、芭蕉がこの幻住庵記に書きとどめた事は芭蕉の二人に対する愚痴にも思え が、芭蕉 健康を気遣
− 70 −
う二人の門人の心遣いに感謝の気持ちを表す芭蕉の心遣いだったのではなかろうか。勿論西行法師行脚全行程を旅する松尾芭蕉の、無念 気持ちも表わされている。西行法師の足跡を辿る事が、松尾芭蕉の旅行の目的の全てであった事も色濃く表現している。　
再度述べる事になるが、松尾芭蕉の六回以上の伊勢神宮
参詣は、勿論松尾芭蕉の伊勢神宮に対する厚い信仰からではあるが、西行法師の六年間 伊勢滞留なくしては果たし得なかった事と思われる。参考文献
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